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平
成

ω年
第

1
阿
中
比
例
会
が
、

2MMω
円
か
ら

3
月
初
日
ま
で
の
剖
日
間
の

口
総
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成

ω年
度
予
算
お
よ
ぴ
条
例
の
制
定
な
ど
市
長
災
前

線
策
関
件
を
術
総
し
、
す
べ
て
似
山
県
ど
お
り
可
決

・
同
窓
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
総
M
M
拠
出
鴨
川
家

2
件
、
窓
H
H世

W
6件
、
決
明
醐

4
件
、
抑
制
剛
l
件
を

滑
油
闘
し
た
ほ
か
、
役
会
派
の
代
表
質
疑
が

7
0引
の
瑚
州
民
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
問
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
余
裕
U
H
で
椛
泌
す
る
予
算
-M
昨
資
特
別

袋日
M
会
を
設
約
し
、
-
続
出
品
し
ま
し
た
。

可決した主な議案

新
年
度
予
算
は

総
額
五
九
七
七
億
九
一

《
予

算

》

平
成
問
年
俊
一
般

・
特
別
会
計
予
ぬ

平
成
ゆ
年
度
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
、

市
民
が
健
康
で
朗
る
く
生
き
が
い
に
満
ち
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
保
健

・
医
療
・
福
祉
、
環
鏡
、
教
育
な
ど

の
ソ
フ
ト
笛
の
施
策
の
狐
充
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
、

下
排
水
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
の
生
活
関
連
施
設
監
織
の

縫
進
や
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
を
計
画
的
に
縫
進
す
る

た
め
、
街
路
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、
市
街
地
湾
開
発
、

土
地
区
函
笠
理
な
ど
の
都
市
基
銘
笠
備
や
都
市
機
能
の

充
実
に
努
め
る
こ
と
と
し
、
こ
の
結
果
、
前
年
度
と
比

較
し
て

0
・
1
%減
の
総
滋
五
千
九
百
七
十
七
億
九
千

二
百
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
0
・
8
%減
の
三
千
三
百
二
十
億

• • -・o・

一O
O万
円
に

二
千
万
円
に
、
特
別
会
計
(企
業
会
計
を
含
む
沼
会
計
}

は、

0
・
7
%泊
の
二
千
六
百
五
十
七
億
七
千
二
百
万

円
に
な
り
ま
す
。

平
成
9
年
度
一
般
会
計
補
正
予
ぬ

財
政
調
盛
夏
金
な
ど
の
各
種
塁
金
へ
の
積
立
金
や
国

道
笠
備
に
係
る
国
産
諮
事
業
負
担
金
な
ど
、
二
十
五
億

四
千
六
百
万
円
を
追
加
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
三
千
四
百

三
億
八
千
三
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

平
成

9
年
度
特
別
会
計
術
正
予
符

(企
業
会
計
を
Aaむ
)

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
な
ど

6
事
業
会
計
で
、

合
わ
せ
て
二
十
三
億
六
千
六
百
万
円
を
減
額
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
特
別
会
計
の
予
鍔
総
額
は
、
二
千
六
百

二
十
億
三
千
八
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

各
区
選
出
議
員
数
が
、

緑
区
で
1
名
増
、
美
浜
区
で
1
名
滅
に

次
の
一
一
般
選
挙
か
ら
施
行

• 

《
条

例

》

千
葉
市
議
会
議
員
定
数
及
ぴ

各
選
挙
区
滋
出
説
員
数
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

緑
区
の
選
出
議
員
獄
を
4
人
か
ら

5
人
に
、
ま
た
、

美
浜
区
の
選
出
議
員
削
以
を
9
人
か
ら

8
人
に
改
め
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

乳
幼
児
の
医
師
川
伐
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
政
疋

3
歳
未
満
児
に
つ
い
て
所
得
制
限
を
鍬
廃
し
、
入

院
・
通
院
の
医
療
賞
金
額
助
成
に
す
る
な
ど
、
助
成
の

鎚
図
を
弧
大
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

平一世間
市
老
人
福
枇
セ
ン
タ
ー
段
也
管
浬
条
例
の

一
部
改
正

新
た
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
老
人
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
中
央
、
美
浜
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

を
設
鐙
す
る
と
と
も
に
、
稲
毛
老
人
信
組
セ
ン
タ
ー
の

名
称
を
稲
毛
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に
改
め
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

子
一
栄
市
容
さ
卑
山
等
の
散
乱
防
止
に
開
閉
す
る
条
例
の
制
定

空
き
缶
な
ど
の
散
乱
防
止
に
関
し
必
婆
な
事
項
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
美
し
い
街
づ
く
り
を
推
進
し
、
快

適
な
都
市
潟
擦
を
健
保
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま

す。子
一
葦

m腕
薬
物
の
適
正
処
想
汲
び

再
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

8
月
1
臼
よ
り
粗
大
ご
み
の
有
料
制
な
ど
を
実
施
す

• • -・・

改正後の
各区選出議員数





、j
ノ
指
摘
要
望
事
項

一'
PL

次
の
8
項
目
は
、
予
算
審
査
特

〈

ノ
別
委
員
会
で
市
長
に
要
望
し
た
も

h

一
の
で
す
。

都
市
消
防
委
員
会

千
葉
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
、
議
案
9
件
、
陳
情

5
件
を
径
査
し
、

改
正
後
の
消
防
団
員
の
費
用
弁
償
額
の
設

定
理
由
や
他
の
政
令
指
定
都
市
と
の
比
較

な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
.
か
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
閉
会
中
の
1
月
羽
田
に
も
関
か

れ
、
際
憶
に
つ
い
て
審
筆
し
ま
し
た
。

V
稲
毛
区
萩
台
町
に
お
け
る
開
発
許
可
処

分
及
び
建
築
確
認
処
分
を
し
た

3
階
建
ア

パ
ー
ト
に
関
す
る
陳
情

。

必山
町
下
内
停
母
島町
川川

'ua
m
t
3
F
14E
E
E
 

ー

l
主
な
質
問
鳩
目

白
一級
事
利
用
上
の
諮
問
題
に
つ
い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て

鋸
祉
に
つ
い
て

環
段
問
題
と
市
民
生
活
に
つ
い
て

不
法
投
票
対
策
に
つ
い
て

小
売
市
同
地
に
つ
い
て

公
園
づ
く
り
に
つ
い
て

緑
区
の
諮
問
題
に
つ
い
て

委員会審査から

NO.20 

現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
銭
み
、
歳

入
の
健
保
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、

事
都
知
事
業
の
掻
本
的
な
見
直
し
に
よ
る
経

費
の
節
減
合
理
化
に
努
め
る
こ
と
。

ユ
白
鳥
か
待
ち
望
ん
で
い
る
仮
称
ち
ば
女
性

会
館
の
開
館
に
当
た
っ
て
は
、
豊
か
な

男
女
共
生
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
の

活
動
拠
点
と
す
る
と
と
も
に
、
市
民
が

利
用
し
や
す
い
適
正
な
運
営
に
努
め
る
こ

と
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て
は
、
長
寿

社
会
に
的
穫
に
対
応
す
る
た
め
、
ヘ
ル

パ
l
の
養
成
と
人
材
の
健
保
に
努
め
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
目
時
間
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
市
民
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
振
し
、
〈
川
議

保
険
法
の
能
行
に
向
け
、
そ
の
体
制
獲

備
に
遺
漏
な
き
ょ
う
期
す
る
こ
と
ロ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
含
む
焼
却
灰
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
協
力
し
無
安
面
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
最
終
処
分
湯
へ
の
埋

立
て
室
を
、
資
源
化
に
よ
り
減
ら
す
こ

と
。
ま
た
、
埋
立
て
に
際
し
て
は
、
局
辺

環
波
へ
の
対
策
を
十
分
図
る
こ
と
。

都
市
型
農
業
の
定
詰
帽
を
目
指
し
、
農
業

後
継
者
の
湾
成
・
夜
保
に
向
け
た
対
策
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心

な
農
産
物
需
要
に
こ
た
え
る
環
境
保
全
型

農
業
を
一
一
勝
雄
進
す
る
こ
と
。

多
額
の
予
算
を
殺
人
す
る
市
街
地
再
開

発
窃
築
お
よ
主
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、

完
了
後
に
お
け
る
経
済
波
及

効
祭
や
税
収
の
状
況
な
ど
を
的
砲
に
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
、
投
資
額
と
見
合
っ
た

事
業
と
な
っ
て
い
る
か
、
そ
の
計
画
に
対

す
る
評
価
を
見
き
わ
め
、
市
民
の
理
解

が
十
分
得
ら
れ
る
執
行
と
な
る
よ
う
留
葱

す
る
こ
と
。

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
県

の
動
向
は
も
と
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
澄
飾

郡
山
や
維
持
術
修
資
お
よ
び
利
用
筈
の
惜
推
移

な
ど
を
的
憾
に
把
握
し
、
安
定
し
た
経

富
と
な
る
よ
う
一
層
尽
力
す
る
こ
と
。

社
会
に
大
き
な
鈎
診
や
不
{
去
を
与
え
て
い

る
校
内
暴
力
や
い
じ
め

・
不
品
目
思
校
に
対
応

す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

さ
ら
な
る
増
員
を
図
る
な
ど
、
心
の
教
育

の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

3
月
刊
日
日
に
聞
か
れ
、
市
長
提
出
該
宗

総
件
、
議
員
提
出
議
案

1
件
、
請
願
1

件
、
陳
情
5
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

な
お
、
閉
会
中
の
1
月
9
日
に
経
済
教

育
委
員
会
が
聞
か
れ
、
所
管
事
務
調
査
を

行
っ
た
ほ
か
、
-
間
同
お
日
に
都
市
消
防
安

田
員
会
が
悶
か
れ
、
師
間
信
1
件
を
審
査
し
ま

し
た
.

審
査
の
結
果
、
全
市
長
提
出
議
案
を
可

決
し
、
議
員
提
出
議
案
1
件
を
否
決
し
た

ほ
か
、
誘
郎
、
陳
情
は
不
採
択
3
件
、
継

続
審
窓
3
件
と
な
り
ま
し
た
。

市

原

弘

佐
々
木
久
昭
一

石

橋

毅

中
野
渡
時
男

藤

井

武

徳

富

野

被

一

委

員

長

副

委

員

↑長

第
一
分
科
会
主
査

同

副

主

査

第
二
分
科
会
主
遼

同

副

主

澄

不
例
帥
択

環
規
建
設
委
員
会

千
葉
市
窒
き
缶
等
の
散
乱
の
防
止
に
関

す
る
条
例
の
制
定
や
千
葉
市
廃
棄
物
の
適

正
処
理
及
び
湾
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
、
議
案
8
伶

(首
班
員
提
出

棺富市
1
件
を
含
む
)
を
審
査
し
、
空
き
缶

等
の
助
隊
乱
の
防
止
に
つ
い
て
、
罰
則
妓
定

の
効
屈
指
に
対
す
る
見
解
や
美
化
雄
途
撞
点

区
戚
に
お
け
る
指
導
員
配
笹
の
有
総
な
ど
に

つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

お女し1らセコーナー
傍聴のご案肉

平成10年第2固定例会1;1:6月9日(火)に開

会する予定です。

本会議は、原則として公開していますので、ど

なたでも傍聴できます。

傍聴は、本会議の当日、議会練1階で受け付

けています。

会議臼複は6月5日(金，)Iこ決まる予定ですb

平
成
問
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
予
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
3
月
6

B
に
、
会
誌
員
で
術
成
す
る
予
算
議
室
特

別
委
員
会

(
2分
科
会
)
を
設
包
し
、
延

べ
8
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。
ま

た
、
予
算
議
案
や
市
政
に
関
す
る
総
活
質

問
が
、
8
人
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た。
3
月
市

B
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は
、

2
分
科
会
で
の
質
疑
や
意
見
に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ
、
各
会
計
の
叩
年
度
予

算
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

仮
称
鋭
取
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

-
東

南
部
図
書
館
新
築
工
事
請
負
契
約
、
千
葉

市
手
叙
料
条
例
の
-
m
制
改
正
な
ど
議
案
刊

件
を
審
蜜
し
、
手
紋
料
条
例
の
改
正
理
由
、

手
数
料
引
き
上
げ
項
目
数
お
よ
び
摺
収
額

な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

2
月
3
日
に
大
都
市
税
財
政
制
度
・
地

方
分
権
調
査
特
別
委
員
協
議
会
が
開
か
れ
、

訪
師
を
招
き
、
地
方
分
権
法
の
成
立
か
ら

現
在
ま
で
の
綬
過
お
よ
び
今
後
の
動
向
に
つ

い
て
、
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

ちば市議会だより

経
済
教
育
委
員
会

千
葉
市
立
小
管
絞
殺
琶
条
例
の

一
部
改

正
な
ど
議
案
叩
件
、
陳
情
1
件
を
審
査
し
、

下
回
分
校
廃
校
後
に
入
営
対
象
蓄
が
出
た

湯
合
の
対
応
や
新
設
相
恨
の
校
舎
内
に
設
置

さ
れ
る
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
用
途
な
と
に
つ

い
て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
閉
会
中
の
1
月
9
日
に
も
悶
か

れ
、
中
央
卸
売
市
場
に
関
す
る
所
管
事
務

謂
澄
を
行
い
ま
し
た
。

V
学
護
保
育
の
改
釜
を
求
め
る
陳
情

不
伺
帥
択

仮持tIl.取コミュニティセンター ・
東南部図諮問完成予~隠

表
紙
に
国
間
践
し
ま
し

た
写
真
は
、

J
R
都

賀
釈
の
様
子
で
す
。

都
賀
釈
は
、
昭
和

特
年
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
前
は
翻

貿
信
号
同
期
と
し
て
、
単
線
だ
っ
た
総
武
本
計

線

・
成
回
線
の
上
下
列
奈
の
交
換
を
行
つ
い

て

い

ま

し

た

。

レ

開
設
後
に
は
、
周
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台
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ザ
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日
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に
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介
護
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険

制
度
の
仮
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な
ど
に
つ
い
て
調
蜜
し
ま
し

た。

花の美術館
{美浜区高浜)
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下
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乳
幼
児
の
医
僚
鐙
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
や
千
葉
市
老
人
信
組
セ
ン

タ
ー
設
鐙
管
理
条
例
の
一
部
改
正
な
と
議

案
ロ
件
、
請
願
1
件
を
審
査
し
、
乳
幼
児

の
医
原
町
民
の
助
成
に
つ
い
て
、
一
紙
学
筒
児

童
ま
で
対
象
筏
図
を
鉱
大
し
た
場
合
の
負
担

額
や
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民
へ
の
P
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具
体
的
内
容
な
ど
に

つ
い
て
、
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が
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り
ま
し
た
。

V
医
療
保
険
制
度
改
訂
に
よ
っ
て
泊
加
す
る
老

人
医
僚
の
自
己
負
担
の
助
成
に
関
す
る
議
開不

同
博
択

千葉市の施設
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